
「こまえ９条の会」ニュース  第３４号  ２０１１年 5 月９日  現在署名数 4,047 筆 

 
 

生かそう憲法 輝け９条 
東日本大震災の被災者に心を寄せ ２０１１年５．３憲法集会  に参加しました 

 施行 64 周年の憲法集会は日比谷公会堂で開かれ、2800 人が参加しました。会場に入りきれない人は

屋外のオーロラビジョンでスピーチを聴きました。こまえ 9 条の会は全員会場内に入ることができまし

た。最初に震災で亡くなられた方々に心を寄せて、黙とうしました。そして講演者から大震災と原発事

故で生存が脅かされている今こそ憲法がますます輝きを放っていることが語られました。会場で集めら

れた募金 125 万円強は全て被災地に渡されます。集会アピール（裏面）を拍手で採択しました。その後、

銀座パレードに私たちも参加、小雨の中、こまえ９条の会のノボリと平和の旗、それぞれの思いを込め

たプラカードを高く掲げて、元気よく行進しました。 
 
キリスト者ネットの糸井玲子氏は主催者として、大戦で亡くなった 5千万人の願いが憲法に託された。

戦争のための自衛はいらない、憲法が完璧に守っている。武力を、原発を捨てましょうと挨拶。 

三宅晶子千葉大教授は 9条と 25条（生存権）は戦争の悲惨と民衆の闘いの中から生まれたものであ

ること、生きる権利は震災前から新自由主義によって奪われている、励まし合ってこの社会を変えよう。

今、歴史的転換の時代を生きている。戦争の記憶は体験者に根差した記憶から文化的記憶に継承するこ

と、戦後の核兵器に依存した国際社会や原発に依存した社会構造からの転換を、と呼びかけました。 

福島瑞穂社民党党首は大震災を経て、命を救い、支えるのは政治の責任、25条(生存権)、13条(幸福

追求権)などの憲法価値を実現しよう、原発はいらない、自然エネルギーにと訴えました。 

志位和夫共産党党首は、震災復興は一人ひとりの生活再建こそ復興の目的で土台、公的資金の必要、

住民合意の計画を訴え、原発は期限を決めてゼロにせよ、これらは憲法が力になっていると訴えました。 

 狛江在住の伊藤千尋氏は 68 ヶ国訪問の豊富な経験をもとに講

演しました。富士山麓の自衛隊演習場を銭湯にすれば実物を見な

がら入浴できる、本気だ、68 番目に訪れたアイスランドでは地

熱発電のついでに世界最大の温泉を造った。その地熱の技術は日

本。日本では発電量の 0.2%だが、利用可能な量は原発 20 基分あ

る。風力は 40 基分。原発なんかいらない。オーストリアでは原

発を作ってしまったがそれを太陽光発電所に切り替えた、憲法で

原発は作らないと明記。スペインは 40％が自然エネルギー、設

置されているカナリア諸島には広島・長崎広場があり、そこに

9 条記念碑がある。コスタリカは日本に次いで平和憲法を定め、

軍隊を廃止した。憲法が活用されている。通りすがりの女子高

生に憲法の話を問いかけたが、戦争の反省から生まれたこと、近隣三国で戦争が起きた時は止めるよう

に説得した、この国を攻めるようなことがあれば世界は放っておかない、コスタリカ国民であることを

誇りに思うと答える。平和憲法にしたとき、軍事費をそっくり教育費に変え、兵士の数だけ教師を増や

そうがスローガンになった。コスタリカは水力と地熱がエネルギーの大半で、技術は日本から。日本は、

技術も憲法と同じで自国で使わない。 

 自覚した市民の力は日本にも。上関の祝島、30 年間原発建設に反対し続けている。環境が破壊された

ら漁業ができず、飯が食えなくなる。この祝島でエネルギー自給をしようと太陽光発電を設置している。 

 金大中は韓国の民主化に一生をささげた人。「行動する良心たれ。行動しない良心は悪の側にいる」と。

韓国の人たちは自分たちの力で軍事独裁から民主主義国家に変えた、自覚した市民に！と締めくくる。 

 寿 kotobuki の歌(安里屋ユンタ、前を向いて歩こう、オリオン)。会場の人も一緒に歌いました。 

講演する伊藤千尋氏 
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講演する三宅晶子氏 寿 ナビィとナーグシクヨシミツ 


